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(57)【要約】
【課題】給湯目的に応じた給湯温度で給湯し、流量を変
動させることですすぎ性能を向上させ、節水と省エネル
ギーとの両立を実現する給湯機を提供すること。
【解決手段】お湯を出湯部へ供給する給湯管路１０と、
前記給湯管路１０に設けられ流量を調整する流量調整手
段１３と、通常の給湯を行う通常給湯モードと、前記通
常給湯モードよりも給湯流量の少ない節水給湯モードと
、制御手段２６とを備え、前記節水給湯モードにおける
給湯流量は時間的に変動するとともに、前記節水給湯モ
ードにおける給湯は、前記通常給湯モードにおける給湯
よりも低い温度で給湯する構成としたことを特徴とする
給湯機。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
お湯を出湯部へ供給する給湯管路と、前記給湯管路に設けられ流量を調整する流量調整手
段と、通常の給湯を行う通常給湯モードと、前記通常給湯モードよりも給湯流量の少ない
節水給湯モードと、制御手段とを備え、前記節水給湯モードにおける給湯流量は時間的に
変動するとともに、前記節水給湯モードにおける給湯は、前記通常給湯モードにおける給
湯よりも低い温度で給湯する構成としたことを特徴とする給湯機。
【請求項２】
前記節水給湯モードでは、給湯開始時の流量である初期流量を最大流量として、給湯流量
を周期的に変動することを特徴とする請求項１に記載の給湯機。
【請求項３】
前記通常給湯モードと前記節水給湯モードとを選択する給湯モード選択手段を備え、前記
給湯モード選択手段をリモコンに設けたことを特徴とする請求項１または２に記載の給湯
機。
【請求項４】
人を検出する人感センサーを設け、前記人感センサーが人を検出した場合、節水給湯モー
ドで給湯することを特徴とする請求項１～３のいずれか１項に記載の給湯機。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ガスや石油や電気を熱源とする給湯器や大気熱と電気を熱源とするヒートポ
ンプ給湯機などに用いられて、給湯機の省エネルギーと給湯使用時の節水とを可能にした
給湯機に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来、この種の節水を目的とした装置としては、シャワー給湯使用時に検出したシャワ
ー流量が、予め入力設定したシャワー流量の目標値以下の流量である場合に、リモコンに
表示または音声で省エネ使用量であることを報知することで、湯の使用量が省エネ使用量
かどうかを湯の利用者に知らせることができるようにしている（例えば、特許文献１参照
）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２００９－２４９１３号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、前記従来の構成では、給湯流量の目標値は、利用者が通常使用する流量
（利用者の好みの流量）以下の流量に設定されるはずだから、目標とする流量は利用者の
好みの流量よりも少なくなるので、湯の利用者は我慢して使用することになる。
【０００５】
　また、単に流量を下げるだけでは、洗った後の石鹸やシャンプーを十分すすぎ流せると
は限らない。通常、流量が小さくなると、すすぎの性能が落ちるので、すすぎ性能が悪く
なるという課題を有していた。
【０００６】
　さらに、すすぎ性能が悪くなった分、石鹸やシャンプーなどの洗剤をすすぎ流す時間が
長くなり、結果として、使用する積算の使用量が減少しない場合や、時には、逆に使用量
が増加してしまう場合があり、省エネ性や節水効果に課題を有していた。
【０００７】
　また、前記従来の技術は、浴室におけるシャワー使用時の節水を目的にしたものである
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が、台所に設置する台所リモコンに前記従来の技術のリモコンと同様な表示や音声の機能
を備えれば、台所における食器洗いなどのすすぎについても同様な構成で同様な効果が得
られるが、しかし、上述した課題も有している。
【０００８】
　ところで、浴室のシャワーと台所における食器洗いとで、異なる点は使用する湯の温度
である。浴室におけるシャワー使用時の給湯温度は通常４０～４２℃程度であるが、食器
洗いでは、手が冷たいと感じない程度の給湯温度で、例えば人の体温付近の温度（３５～
３８℃前後）で使用する場合が多い。
【０００９】
　だから、通常リモコンで設定している給湯温度では、食器洗いの温度に対しては高いの
で、リモコンで設定している給湯温度で食器洗いをすると、必要以上の熱量を消費するこ
とになり、その分、給湯に必要な加熱熱量が増加し、エネルギーの無駄が大きくなるとい
う課題も想定される。
【００１０】
　また、それを避けるためには、食器洗いのたびにリモコンを操作して給湯温度を下げる
必要があり、利便性が悪くなるという課題も想定される。
【００１１】
　洗剤を付け食器を洗い出してから、給湯温度を下げる操作をしていなっかたことに気が
付いても、泡がついた濡れた手ではリモコン操作ができずそのままの温度で食器洗いを続
けることが多く、この場合は、前述したように、エネルギーの無駄が大きくなり、省エネ
性に課題がある。
【００１２】
　本発明は、前記従来の課題を解決するもので、給湯目的に応じた給湯温度で給湯し、流
量を変動させることですすぎ性能を向上させ、節水と省エネルギーとの両立を実現する給
湯機を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１３】
　前述した従来の課題を解決するために、本発明の給湯機は、お湯を出湯部へ供給する給
湯管路と、前記給湯管路に設けられ流量を調整する流量調整手段と、通常の給湯を行う通
常給湯モードと、前記通常給湯モードよりも給湯流量の少ない節水給湯モードと、制御手
段とを備え、前記節水給湯モードにおける給湯流量は時間的に変動するとともに、前記節
水給湯モードにおける給湯は、前記通常給湯モードにおける給湯よりも低い温度で給湯す
る構成としたことを特徴とするものである。
【００１４】
　これによって、食器洗いなどにおける洗剤のすすぎ性を維持し、更にすすぎに適した給
湯温度に変更することで、節水と省エネと利便性とを実現することができる。
【発明の効果】
【００１５】
　本発明によれば、給湯目的に応じた給湯温度で給湯し、流量を変動させることですすぎ
性能を向上させ、節水と省エネルギーとの両立を実現する給湯機を提供できる。
【図面の簡単な説明】
【００１６】
【図１】本発明の実施の形態１における給湯機の構成図
【図２】同経過時間に対する流量変化を示す特性図
【図３】同食器洗いの動作を示すフローチャート
【図４】本発明の実施の形態２における給湯機の構成図
【発明を実施するための形態】
【００１７】
　第１の発明は、お湯を出湯部へ供給する給湯管路と、前記給湯管路に設けられ流量を調
整する流量調整手段と、通常の給湯を行う通常給湯モードと、前記通常給湯モードよりも
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給湯流量の少ない節水給湯モードと、制御手段とを備え、前記節水給湯モードにおける給
湯流量は時間的に変動するとともに、前記節水給湯モードにおける給湯は、前記通常給湯
モードにおける給湯よりも低い温度で給湯する構成としたことを特徴とする給湯機である
。
【００１８】
　これにより、洗い物のすすぎにおける給湯流量を少なくすることで節水効果があり、ま
た、給湯流量を変動させることで節水を図りながらすすぎ性を維持し、さらに、すすぎに
適した給湯温度にして給湯加熱熱量を減少させることで省エネルギーを図り、節水給湯モ
ードを選択しておけば給湯温度を自動的に下げるので利便性の向上を図ることができる。
【００１９】
　第２の発明は、前記節水給湯モードでは、給湯開始時の流量である初期流量を最大流量
として、給湯流量を周期的に変動することを特徴とするものである。
【００２０】
　これにより、給湯された湯の流速が周期的に変化するのですすぎ性能の向上になり、給
湯流量を少なくしてもすすぎ性能を維持しつつ、節水効果と、節水になる分だけ湯を沸か
す必要熱量が少なくなるので、省エネルギーも図ることができる。
【００２１】
　第３の発明は、前記通常給湯モードと前記節水給湯モードとを選択する給湯モード選択
手段を備え、前記給湯モード選択手段をリモコンに設けたことを特徴とするものである。
【００２２】
　これにより、給湯モードを簡単に選択し切り替えることができるため、利便性の向上を
図ることができる。
【００２３】
　第４の発明は、人を検出する人感センサーを設け、前記人感センサーが人を検出した場
合、節水給湯モードで給湯することを特徴とするものである。
【００２４】
　これにより、自動的に給湯モードを切り替えることができるため、利便性の向上と省エ
ネルギーとを図ることができる。
【００２５】
　以下、本発明の実施の形態について、図面を参照しながら説明する。なお、この実施の
形態によって本発明が限定されるものではない。
【００２６】
　（実施の形態１）
　図１は、本実施の形態における給湯機の構成図である。図１において、本実施の形態の
給湯機は、給水管１から下部に水が供給される貯湯タンク２を有する貯湯タンクユニット
３と、貯湯タンク２内の水を加熱するヒートポンプユニット４とを備えている。
【００２７】
　ヒートポンプユニット４は、圧縮機、高圧側熱交換器、膨張弁、および低圧側熱交換器
が順に接続された冷媒回路（図示せず）を有している。貯湯タンク２とヒートポンプユニ
ット４とはループ状に配管接続されている。
【００２８】
　そして、循環ポンプ５によって、貯湯タンク２内の水は、ヒートポンプユニット４に送
られて加熱されて高温になって、貯湯タンク２の上から積層的に貯えられる。
【００２９】
　貯湯タンク２は、給湯配管６により、蛇口７ａやシャワー７ｂなどの給湯端末７と接続
され、また、風呂接続配管８により浴槽９と接続されている。貯湯タンク２内に貯えられ
た高温の湯を給湯端末７で利用する場合、貯湯タンク２の上部と前記給湯配管６とをつな
ぐ給湯管路１０を通して給湯される。
【００３０】
　この給湯管路１０には、給水管１からの水と貯湯タンク２からの高温の湯とを混合し所
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定の給湯温度の湯にする給湯混合弁１１と、この混合された湯の温度を検出する給湯温度
検出手段１２と、給湯流量を調整する流量調整手段１３と、給湯管路１０を流れる流量を
検出する流量検出手段１４を備えている。
【００３１】
　なお、流量調整手段１３としては、給湯器などで使用している流量制御弁（図示せず）
などがある。この流量制御弁はステッピングモータで流量制御弁の弁体を駆動し流路断面
積を変化させることによって所定の流量に制御することができる。なお、給湯器では所定
の温度にするために流量を調整することが多い。
【００３２】
　また、前記所定の給湯温度は、給湯の利用者が希望する温度として設定する温度で、台
所などに設置される台所リモコン１５などの機能として備えている給湯温度設定手段２２
で設定する。この給湯温度設定手段２２は、通常給湯モード時の給湯温度を設定する第一
の給湯温度設定手段２３と節水給湯モード時の給湯温度を設定する第二の給湯温度設定手
段２４とから成る。
【００３３】
　前記第一の給湯温度設定手段２３で設定される温度は一般的には通常給湯で使用される
温度で４０～４２℃程度の温度であり、また、前記第二の給湯温度設定手段２４で設定さ
れる温度は、前記第一の給湯温度設定手段２３で設定される温度よりも低く、食器洗いで
使用される温度で３５～３８℃程度の温度である。
【００３４】
　さらに、台所リモコン１５の機能として、この通常給湯モードと節水給湯モードとを選
択する給湯モード選択手段２５も備えている。そして、制御手段２６は、台所リモコン１
５で設定された情報と、給湯温度検出手段１２からの信号と、流量検出手段１４からの信
号などを基に、給湯混合弁１１や流量調整手段１３などを動作させる。
【００３５】
　また、貯湯タンク２の湯を浴槽９に湯張りする場合、貯湯タンク２の上部と前記風呂接
続配管８とをつなぐ注湯管路１６を通して給湯される。
【００３６】
　この注湯管路１６には給水管１からの水と貯湯タンク２からの高温の湯とを混合し所定
の風呂給湯温度の湯にする風呂給湯混合弁１７と、この混合された湯の温度を検出する風
呂給湯温度検出手段１８と、浴槽９に注湯するときに開かれる注湯電磁弁１９とを備えて
いる。また、前記所定の風呂給湯温度は、利用者が希望する温度として設定する温度で、
浴室に設置される風呂リモコン２０などで設定する。
【００３７】
　さらに、貯湯タンク２の湯を用いて、浴槽９内の湯水を再加熱する追い焚き運転が可能
となっている。すなわち、給湯機は、貯湯タンク２内の上部に貯えられた高温の湯と浴槽
９内の湯水とで熱交換を行う風呂熱交換器２１を備えている。
【００３８】
　以上のように構成された給湯機について、以下にその動作、作用を説明する。図１にお
いて、使用者が給湯を開始する前に、台所リモコンの機能として備えている給湯温度設定
手段２２で希望する給湯温度を設定する。
【００３９】
　このとき、通常の給湯（通常給湯モードとする）で使用する給湯温度を第一の給湯温度
設定手段２３で設定する。また。食器洗いなどで使用する比較的低温の給湯（節水給湯モ
ードとする）で使用する給湯温度を第二の給湯温度設定手段２４で設定する。さらに、台
所リモコンの機能として給湯モード選択手段２５を備え、この給湯モード選択手段２５で
希望する給湯モードを設定する。
【００４０】
　先ず、台所リモコンで、給湯モードとして通常給湯モードを選択した場合について、動
作、作用を説明する。台所リモコン１５で、通常給湯モードを選択すると、制御手段２６
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は流量調整手段１３の開度を全開にする。
【００４１】
　この状態で、給湯端末７であるカラン７ａで給湯を開始すると、制御手段２６は第一の
給湯温度設定手段２３で設定された給湯温度になるように、給湯混合弁１１で給水管１か
らの水と貯湯タンク２からの高温の湯の混合比率を調整して所定の給湯温度にして、カラ
ン７ａに給湯する。
【００４２】
　次に、台所リモコンで、給湯モードとして節水給湯モードを選択した場合について、動
作、作用を説明する。台所リモコン１５で、節水給湯モードを選択すると、制御手段２６
は流量調整手段１３の開度を全開よりも少し閉じた状態にする。例えば、全開のときの流
量に対して約８０～９０％程度になる開度に設定する。
【００４３】
　この状態で、給湯端末７であるカラン７ａで給湯を開始すると、制御手段２６は第二の
給湯温度設定手段２４で設定された給湯温度になるように、給湯混合弁１１で給水管１か
らの水と貯湯タンク２からの高温の湯の混合比率を調整して所定の給湯温度にして、カラ
ン７ａに給湯する。
【００４４】
　さらに、制御手段２６は流量検出手段１４が検出した信号を用いてそのときの流量を計
測する。そして、流量が安定して所定の時間ΔＴが経過した時点の流量を初期流量として
決定する。この初期流量は使用者の必要流量または好みの流量である。
【００４５】
　制御手段２６は、この決定された初期流量と予め設定された節水率（例えば１０％）と
から節水流量を求める。節水率をＺ（％）、初期流量をＲｋとすると、節水流量Ｒｓは、
Ｒｓ＝Ｒｋ×（１－Ｚ／１００）となる。
【００４６】
　そして、制御手段２６は、節水流量Ｒｓを中心として周期的に流量を変化させるために
流量調整手段１３を制御する。すなわち、流量調整手段１３である流量制御弁の弁体を節
水流量の位置を中心に開閉を繰り返すように制御する。
【００４７】
　図２は、横軸に経過時間をとり、縦軸にそのときの給湯流量をとって、経過時間に対す
る給湯流量の変化を示したものである。経過時間Ｔ１で給湯が開始され、経過時間Ｔ２以
降でほぼ流量が一定になる。
【００４８】
　このほぼ一定流量になってから所定の時間ΔＴ経過後の流量を初期流量とする。この初
期流量と前述の節水流量の値を用いて、制御手段２６は、給湯流量を周期Ｔｓで変化させ
る。この変化の周期は、流体の慣性を考慮した制御性と体感上から０．４～１秒程度がよ
い。初期流量をＲｋ、節水率をＺとした場合、振幅は、Ｒｋ×Ｚ／１００となる。
【００４９】
　このようにすれば、流量変化の最大値は初期流量とほぼ同等になるので、使用者の給湯
感を損なうことが少ない。
【００５０】
　さらに、給湯を使用する度に、その使用者の通常使用する流量（初期流量）を測定して
から、節水流量を中心に流量を変化させるので、家族など異なる複数の人が使用しても、
または、同じ人でもその時の気分で使用したい流量が変わっても、それに応じた節水流量
を設定するので、快適性の向上になる。
【００５１】
　また、流量を変化させているので、湯が被洗浄物に当たる流速も変化する。すなわち、
流速の遅い湯に流速の早い湯がぶつかり、湯の流れに乱れが生じることで、すすぎ性能が
改善され、流量を少なくして節水を図ってもほぼ同等のすすぎ性能を得ることができる。
【００５２】
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　さらに、節水給湯モードを選択しておけば、給湯温度が第二の給湯温度設定手段２４で
設定した低い温度で給湯されるので、従来の技術で述べたように、給湯温度を変更するこ
とを忘れそのままの高い給湯温度ですすぐことがないので、省エネ性と利便性の向上にも
なる。
【００５３】
　上記説明では、所定の時間として、流量がほぼ一定流量になってからの時間ΔＴを所定
の時間としたが、次のようにしても良い。シャワー給湯が開始されて、シャワーが出され
たことを確定できる確定流量Ｒｘになってからの時間ΔＴｘを所定の時間とし、そのとき
の流量を初期流量とすればよい。
【００５４】
　また、第二の給湯温度設定手段２４で設定する給湯温度は、全く独立して設定できるよ
うにしても良いし、第一の給湯温度設定手段２３で設定する温度よりも一定温度低い温度
（例えば、第一の給湯温度設定手段２３で設定する温度よりも５℃低い温度）としても良
い。さらに、３５℃などの一定温度としても良い。
【００５５】
　図３に食器洗いのときの人の動作の流れを示す。同図において、ＳＴＥＰ１からＳＴＥ
Ｐ３で、スポンジに洗剤を付け、ＳＴＥＰ４からＳＴＥＰ６で食器に洗剤を付け、それを
すすぎ、ＳＴＥＰ８からＳＴＥＰ９でスポンジの洗剤を洗い流して終了となる。
【００５６】
　なお、食器の数だけＳＴＥＰ４からＳＴＥＰ６を繰り返すことになる。ＳＴＥＰ１から
ＳＴＥＰ９の間、カランからの給湯は連続して行われることが多いが、実際に給湯の湯を
使用するのは、ＳＴＥＰ２、ＳＴＥＰ５およびＳＴＥＰ８だけで、それ以外のＳＴＥＰに
ついては、給湯された湯は無駄になる。
【００５７】
　だから、すすぎ性能とは別に、節水給湯モードでは、流量を少なくしているので、今ま
で無駄になっていた給湯量を確実に少なくでき、節水につながることになる。
【００５８】
　なお、上記説明では、台所リモコン１５に給湯モード選択手段２５を設けた構成で説明
したが、台所に限定されるものでなく、必要に応じて、給湯を行う他の洗面所や浴室など
に給湯モード選択手段２５を設け、節水給湯モードで給湯が行えるようにしても良い。
【００５９】
　また、給湯モード選択手段２５による給湯モードの選択は１つの給湯場所に限定される
ものではなく、給湯端末７を設置している複数の場所に給湯モード選択手段２５を設けて
も良い。
【００６０】
　このようにすれば、節水給湯モードを台所以外においても使用でき、さらに、節水と省
エネルギーと利便性の向上につながる。
【００６１】
　（実施の形態２）
　図４は、本実施の形態２における給湯機の構成図である。図４において、図１の実施の
形態１と異なる点は、人を検出する人感センサー２７を設け、前記人感センサー２７が人
を検出した場合、節水給湯モードにすることである。
【００６２】
　以上のように構成された給湯機について、以下にその動作、作用を説明する。図１にお
いて、使用者が給湯を開始する前に、台所リモコンの機能として備えている給湯温度設定
手段２２で希望する給湯温度を設定する。このとき、通常の給湯（通常給湯モードとする
）で使用する給湯温度を第一の給湯温度設定手段２３で設定する。
【００６３】
　また、食器洗いなどで使用する比較的低温の給湯（節水給湯モードとする）で使用する
給湯温度を第二の給湯温度設定手段２４で設定する。さらに、台所リモコンの機能として
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給湯モード選択手段２５を備え、この給湯モード選択手段２５で希望する給湯モードを設
定する。
【００６４】
　先ず、台所リモコンで、給湯モードとして通常給湯モードを選択した場合について、動
作、作用を説明する。この場合は図１と同様である。すなわち、台所リモコン１５で、通
常給湯モードを選択すると、制御手段２６は流量調整手段１３の開度を全開にする。
【００６５】
　この状態で、給湯端末７であるカラン７ａで給湯を開始すると、制御手段２６は第一の
給湯温度設定手段２３で設定された給湯温度になるように、給湯混合弁１１で給水管１か
らの水と貯湯タンク２からの高温の湯の混合比率を調整して所定の給湯温度にして、カラ
ン７ａに給湯する。
【００６６】
　次に、台所リモコンで、給湯モードとして節水給湯モードを選択した場合について、動
作、作用を説明する。台所リモコン１５で、節水給湯モードを選択すると、制御手段２６
は流量調整手段１３の開度を全開にする。
【００６７】
　そして、人感センサー２７が人を検出した場合に、制御手段２６は流量調整手段１３の
開度を全開よりも少し閉じた状態にする。例えば、全開のときの流量に対して約８０～９
０％程度になる開度に設定する。
【００６８】
　この状態で、給湯端末７であるカラン７ａで給湯を開始すると、制御手段２６は第二の
給湯温度設定手段２４で設定された給湯温度になるように、給湯混合弁１１で給水管１か
らの水と貯湯タンク２からの高温の湯の混合比率を調整して所定の給湯温度にして、カラ
ン７ａに給湯する。
【００６９】
　そして、図１の場合と同様に、制御手段２６は、節水流量Ｒｓを中心として周期的に流
量を変化させるために、流量調整手段１３を制御する。すなわち、流量調整手段１３であ
る流量制御弁の弁体を節水流量の位置を中心に開閉を繰り返すように制御する。その後の
動作、作用は図１と同様である。
【００７０】
　通常、給湯の場所は、台所、洗面所、浴室など複数場所に行うことが多い。しかし、こ
れらは給湯管路に接続された給湯配管を分岐してそれぞれの給湯場所に給湯端末７を設け
ているので、どこかで給湯されても制御手段２６はどの給湯端末７で給湯されているかは
判断できない。
【００７１】
　そこで台所に人感センサー２７を設け、台所の給湯端末のところに人が来ればそれを検
出し、節水給湯モードで給湯を行う。このようにすれば、給湯の度にリモコンで給湯モー
ドを選択し直す必要がなく、利便性が向上する。このとき、台所リモコンで給湯モードと
して節水給湯モードを選択した場合でも、他の場所で給湯があっても人感センサーが人を
検出しないので、通常給湯モードで給湯を行うことになるため、それぞれの場所で必要な
給湯温度で給湯が可能となる。
【００７２】
　なお、上記説明では、台所に人感センサー２７を設けた構成で説明したが、人感センサ
ー２７の設置場所としては、台所に限定されるものでなく、給湯を行う洗面所や浴室など
に設置しても良い。
【００７３】
　また、人感センサー２７は１つに限定されるものではなく、給湯端末７を設置している
複数の場所に人感センサー２７を設けても良い。この場合、それぞれの設置場所の人感セ
ンサー２７の機能を働かせるか、働かせないかの選択が出きるようにしてもよいし、同時
に給湯があった場合に機能を働かせる優先順位をつけても良い。このようにすれば、節水
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につながる。
【００７４】
　さらに、図４では、人感センサー２７を独立した構成にしているが、給湯場所に設置さ
れているリモコンに内蔵（台所であれば台所リモコン１５に内蔵）する構成でも良い。こ
のようにすれば、給湯機設置のための部品点数も減り、設置工事の簡略化につながる効果
がある。
【産業上の利用可能性】
【００７５】
　以上のように、本発明にかかる給湯機は、給湯目的に応じた給湯温度で給湯し、流量を
変動させることですすぎ性能を向上させることで、節水と省エネルギーとの両立を図かる
ことが可能で、様々な熱源の給湯機での節水と省エネルギー手段としての利用が可能であ
る。
【符号の説明】
【００７６】
　１０　給湯管路
　１２　給湯温度検出手段
　１３　流量調整手段
　２２　給湯温度設定手段
　２３　第一の給湯温度設定手段
　２４　第二の給湯温度設定手段
　２５　給湯モード選択手段
　２６　制御手段

【図１】 【図２】
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